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【
原
文
】



○
三
折
か
げ
ん
の
薬
二
三
度
用
候
て
子
ノ
刻
比

少
能
静
ニ
候
時
、
小
藤
次
申
候
ハ
刀
と
脇
さ
し

持
来
候
へ
と
申
候
間
、
き
さ
取
出
し
為
見
候
へ
は
、

手
を
出
し
さ
ぐ
り
候
て
枕
本
ニ
お
き
候
へ
と

申
候
て
さ
し
置
、
丑
ノ
刻
ニ
養
生
不
叶
死
候
也
、

我
等
当
四
月
江
戸
よ
り
下
り
候
時
、
刀
を
江
戸
ニ
て

拵
持
参
候
て
小
藤
次
ニ
手
よ
り
直
ニ
と
ら
せ
候
時
、

た
わ
ふ
れ
ニ
此
刀
と
申
候
ハ
手
あ
そ
び
ニ
あ
ら
ず

武
士
ハ
い
か
様
ニ
落
ふ
れ
乞
食
体
ニ
成
候
と
も
、

大
小
ハ
身
を
は
な
さ
ず
枕
ニ
置
候
て
死
候
を

武
士
と
申
候
、
幼
年
ニ
も
父
が
か
く
申
候
を

わ
す
れ
候
な
と
申
聞
候
事
を
此
時
ニ
い
た
り

思
ひ
出
し
、
刀
・
わ
き
さ
し
と
り
よ
せ
さ
く
り
候
而

枕
も
と
ニ
お
か
せ
死
候
事
、
子
な
か
ら
幼
年
ニ
而

志
を
感
心
い
た
し
お
し
く
存
候
也
、
今
年

五
歳
ニ
候
也
、

【
解
読
文
】

～
疱
瘡
（
天
然
痘
）
は
江
戸
時
代
に
幾
度
と
な
く
流
行
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

家
老
岡
本
元
朝
の
息
子
小
藤
次
は
十
月
二
十
二
日
の
発
熱
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。

当
時
、
藩
医
を
務
め
る
臼
井
三
折
等
の
手
当
て
に
よ
っ
て
症
状
は
落
ち
着
い
た

か
に
見
え
ま
し
た
が
・
・
・


